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1. はじめに	
日本の中山間地域では、少子高齢化、若者の都市部への流出が進行する中で、消滅

可能性都市、シャッター通り、空き家問題といった地域衰退の課題に直面している。

こうした中、岩手県雫石町では、地域の各種団体に所属する市民が中心となり、町の

中心市街地の活性化と町外からの来訪者誘致を目的に、2005 年から月 1 回のイベント

として軽トラ市を立ち上げ、運営してきた。軽トラ市は軽貨物車やキッチンカーを移

動式の屋台として活用し、出店者が一カ所に集まって市を行う特徴がある。雫石町の

中心市街地である「よしゃれ通り」の店舗を対象に、軽トラ市開設による商店街活性

化の効果と課題を明らかにする。 

2. 調査対象地の概要	
雫石よしゃれ通りは岩手県雫石町の中心商店街で、全長は約 500m、調査時点 2019 年

には約 40 店舗が営業していた。飲食店、雑貨店、薬局等がある。しずくいし軽トラッ

ク市は、商店街活性化を目的に本邦初の試みとして 2005 年に開始され、現在まで継続

している。5 月から 11 月までの第一日曜（7 月のみ第二日曜）に午前 9 時から午後 1

時まで営業し、よしゃれ通りを車両通行止めにしている。運営主体はしずくいし軽ト

ラック市実行委員会である。1 回の開催あたり来場者は約 4000 人、出店は 50〜60 台

ある。加工食品、農産物、軽食、海産物の出店が多く、他

に衣料品や日用品、工芸品等の出店もある 1）。 

3. 調査方法	
軽トラ市当日に営業する店舗に面接式アンケート調査

を行った。調査員は 2 名、参加店舗 25 件で回答を得

た。調査期間は 2020 年 11 月であった。	
4. 商店街店舗の動向	

（1）回答者の属性（表 1 参照） 

回答した店舗の種類は飲食店・居酒屋が 4 件、雑貨

店が 3件、薬局・写真店・時計店・衣料品店・複合業種が 2 件、八百屋・家具

店・美容院・古物店が 1 件、その他 4 件であった。	
（2）商店街への軽トラ市の効果（表 2） 

「商店街の賑わい」の回答が最も多い（32％）。次いで「商品・商店の宣伝」、

「新規客の集客」、「売上の増加」の回答があった（12〜16％）。特になしの	
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回答が全体では 2番目に多い（20％）。	
（3）店舗に対する来客効果（図 1）	

軽トラ市開催時と通常営業日の来客数の違いを店舗別

に示した。来客増加が 13件（52％）、変化なしが 8件

（32％）、減少が 4 件（16％）であった。「雑貨店」と

「美容院」では来客数の変化がないか減少していると

回答した。	
（4）店舗に対する売上効果（図 2）	

軽トラ市開催時と通常営業日との売上の違い

を店舗別に示した。売上増加が 10 件

（40％）、変化なしが 11 件（44％）、減少が 4

件（16％）であった。「雑貨店」、「薬局」、「写

真店」、「家具店」、「美容院」では売上の変化

がないか減少していると回答した。	
（5）店舗の戦略と来客数、売上高に与える効果（表 3）	

店舗前にブースを設置する事と、店内とは異な

る商品を販売する事の間に緩やかな正の相関

（r=0.509,p<0.01）が認められた。また、店舗

前にブースを設置する事と、販売の工夫（お買

い得セット、タイムセール、抽選プレゼント

等）を行う事の間に緩やかな正の相関

（r=0.458,p<0.05）が認められた。加えて、販

売の工夫と来客数との間に緩やかな正の相関

（r=0.397,p<0.01）が認められ、販売の工夫と売

上高の間にも緩やかな正の相関

（r=0.404,p<0.01）が認められた。	
5. まとめ	

本研究により、軽トラ市の開催が商店街におけ

る賑わいの創出、商品・商店の宣伝、新規客の集

客、売上の増加といった効果を有していることが

明らかとなった。実際に 52％の店舗で集客増加、

40％の店舗が売上増加を報告しており、一定の成

果が確認された。一方で、集客については 48％、売上については 60％が効果を実感

していないことも分かり、業種や店舗による効果のばらつきが課題として浮き彫りに

なった。また、販売の工夫（お買い得セット、タイムセール、抽選プレゼント等）を

行った店舗では、集客・売上増加の効果が見られる傾向が確認された。この結果か

ら、単にブースを設置するだけでは十分な効果が得られず、販売の工夫を伴う取り組

みが軽トラ市を商店街活性化の有効な手段とする鍵になる事が示唆された。 
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